
令和３年度 第４回青森市子ども会議 

 

１ 日 時   令和３年８月１０日（火） ９時３０分～１６時３０分 

２ 場 所   青森市役所 議会棟４階 第２委員会室 

３ 出席者   会場参加：子ども会議委員５名、子どもサポーター１名、事務局３名 

４ 活動内容  (１)SNS発信について 

        (２)ねぶたの家ワ・ラッセの撮影 

 

５ 開催概要   

   今日から本格的な撮影が始まります。撮影に合わせて、SNSの発信にも力を入れてい

くことになりました。 

 

SNS発信について 

   今年度の活動予定であった SNS を利用した情報発信にもそろそろ取り組んでいこう

ということで、高校生委員が中心となって SNS発信について考え、“Instagram”に絞っ

て発信していくことに決まりました。 

まずは、青森市子ども会議のプロフィール文のほか、初投稿の原稿としてこれから活

動していく意気込みや、前回取材を行った「ふんばるアオモリ テイクアウトマーケッ

ト」の投稿内容を考えました。 

テイクアウトマーケットでは、実際に撮った写真の中から投稿に使う写真を選び、投

稿文やハッシュタグについて意見を出し合いました。多くの人に検索して見てもらえ

るようなハッシュタグ選びに苦戦しました。 

   これから各施設の取材の様子や青森市の魅力 PR、子どもの権利の普及啓発などにつ

いて発信していく予定です。フォロワーを増やしてインスタライブを使ったリモート

ツアーも行えたらいいな、と今後の活動について話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



   お昼は、またみんなで「ふんばるアオモリ テイクアウト

マーケット」でお弁当を買い、前回とは違うお弁当を食べて

みました。前回食べていた様子をみて美味しそうと思った子

たちが揃って同じランチを購入していました。居酒屋のラン

チが多かったので、大人向けの味が多かったですが、どのお

弁当も美味しかったです。 

 

  ねぶたの家 ワ・ラッセの撮影 

   午後は、ワ・ラッセの撮影です。午前中に撮影する構成について改めて確認し、カメ

ラやビデオの使い方を少し練習してからワ・ラッセに向かいました。 

   ２０１９年に実際に運行された大型ねぶたを間近で見たり、久しぶりに生のねぶた

囃子を聞きながら実際に跳ねたりすることができました。３６０°どこからでもねぶ

たを間近で見られるほか、その日によって違う団体のねぶた囃子を聞くことができ、ね

ぶたの顔をじっくりと見比べることができるのはワ・ラッセならではだと感じました。 

新型コロナウイルス感染症の影響で２年連続中止になってしまったねぶた祭りです

が、ねぶたがないと本当に寂しい夏だと、より一層感じました。早く開催できるように

なって、たくさんの観光客に青森のねぶた祭りを見に来てもらいたいです。 

   初めての撮影でしかも人数も少ないということで、撮影が終了する頃にはみんな疲

れ切っていましたが、明日も浅虫水族館の撮影があるので、気合を入れて頑張りたいと

思います。 

    

    


